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畳
表
ベ
ン
チ
を
国
際
博
覧
会
へ
発
送

子
ど
も
会
大
会

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
協
定
調
印

公
民
館
大
会・人
権
啓
発
集
会

人・農
地
プ
ラ
ン
に
関
す
る
説
明
会

八
火
図
書
館
本
ま
つ
り

全
国・九
州
大
会
出
場
者
激
励
会

町
内
中
学
校
で
卒
業
式

海
外
へ
県
産
畳
表
を
Ｐ
Ｒ

次
代
を
担
う
ひ
か
わ
っ
子
た
ち

災
害
時
の
輸
送
体
制
確
立
へ

生
涯
学
習
の
集
大
成
を
発
表

未
来
へ
向
け
設
計
図
づ
く
り

継
承
さ
れ
る
八
火
先
生
の
教
え

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

感
謝
と
誇
り
を
胸
に
旅
立
ち

　

２
月
19
日
、い
業
関
連
団
体
で
構
成
す

る
熊
本
県
い
ぐ
さ
・
畳
表
活
性
化
連
絡
協

議
会
が
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
へ
向
け「
い
ぐ

さ
・
畳
表
ベ
ン
チ
」を
発
送
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、県
産
畳
表
の
新
た
な
需
要
の
創

出
を
目
指
す
た
め
、５
月
か
ら
開
催
さ
れ

る
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
で
、和
の
食
と
文
化

の
紹
介
を
行
う
日
本
館
の
中
に「
い
ぐ
さ
・

畳
表
ベ
ン
チ
」18
脚
を
置
き
、産
地
と
連
携

し
た
い
ぐ
さ
・
畳
表
の
情
報
発
信
を
国
内
外

に
行
う
も
の
で
す
。

　

ベ
ン
チ
は
、側
面
を
格
子
状
に
和
紙
を

取
り
入
れ
、座
面
に
は
染
め
た「
い
草
」で

「
く
ま
モ
ン
」が
編
み
込
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
お
り
、木
製
部
分
は
谷
口
木
工
所

（
野
津
）で
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て「
第
10
回
子
ど
も
会
大
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、今
年
度
に
他
の
模
範

と
な
る
活
動
を
実
施
し
た
上
鹿
島
、川
上
、

桜
ヶ
丘
子
ど
も
会
が
表
彰
さ
れ
、事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、県
人
権
啓

発「
コ
ッ
コ
ロ
隊
」の
ス
テ
ー
ジ
や
、氷
川
町

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

他
、山
根
公
子
・
吏
央
さ
ん（
東
上
宮
・
宮
原

小
５
年
）親
子
が
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
演

奏
、三
枝
知
史
さ
ん（
上
鹿
島
）が
ギ
タ
ー

演
奏
を
披
露
。素
晴
ら
し
い
演
奏
に
会
場

は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、氷

川
町
と
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物
資
等
の

緊
急
輸
送
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
災
害
発
生
時
に
町
か
ら
の
要
請

に
応
じ
、県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
物
資
な
ど
の

輸
送
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、必
要
な
事
項

を
定
め
た
も
の
で
、生
活
必
需
品
、緊
急
対

策
に
必
要
な
資
機
材
の
輸
送
の
他
、物
流
専

門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
印
を
終
え
た
藤
本
町
長
は「
大
変
心

強
い
協
定
を
結
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。災
害
発

生
時
の
物
資
の
輸
送
は
プ
ロ
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。い
ざ
と
い
う
と
き
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、氷
川
町
公
民
館
大
会
・
人
権
啓
発
集

会
が
行
わ
れ
、約
１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、生
涯
学
習
の
推
進
と
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、人
権
問
題
を

啓
発
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

生
涯
学
習
発
表
で
は
、地
域
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
村
惇
さ
ん（
西
上
宮
）、

ふ
れ
あ
い
大
学
の
小
野
一
成
さ
ん（
西
上

宮
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
。

　

続
く
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所

の
松
川
由
美
代
表
に
よ
る
講
演
で
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
充
実
し
た
こ
と
に
よ

り
、新
た
に
生
ま
れ
た
人
権
侵
害
問
題
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、役
場
大
会
議
室
に
お
い
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
関
す
る
説
明
会
が
行
わ

れ
、農
業
者
な
ど
48
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
が
原
因
で
、将
来
の
農
業
の
展

望
が
描
け
な
い
集
落
な
ど
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、地
域
で
解
決
策
を
話
し
合
い
、

プ
ラ
ン
を
作
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は「
現
在
、後
継
者
は
い
る

が
10
年
後
の
こ
と
を
心
配
す
る
」「
魅
力
あ

る
農
業
を
目
指
し
、後
継
者
不
足
を
解
消

し
た
い
」な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。今
後
も
年
１
回
程
度
開
催
し
、地

域
の
将
来
展
望
が
描
け
る「
よ
り
よ
い
プ
ラ

ン
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
28
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、

恒
例
の
第
41
回
八
火
図
書
館
本
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
火
図
書
館
は
昭
和
48
年
に
株
式
会
社

電
通
か
ら
寄
贈
。本
ま
つ
り
は
、氷
川
町
出

身
で
、電
通
創
始
者
の
光
永
星
郎
氏（
八
火

先
生
）の
遺
徳
を
し
の
び
、命
日
の
２
月
20

日
前
後
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、読
書
感
想
文
・
感
想
画
・
多

読
賞
の
表
彰
、生
徒
に
よ
る
読
書
感
想
文
の

発
表
が
行
わ
れ
た
他
、「
劇
団
ぱ
れ
っ
と
」に

よ
る
人
形
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
火
図
書
館
は
振
興
局
機
能
を
持
つ
図

書
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、３
月
29
日
に

開
館
。新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
18
日
、役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、全

国
大
会
・
九
州
大
会
出
場
者
の
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。出
場
選
手
、大
会
な
ど
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
名
】

　

第
37
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　

橋
本
芳
史
く
ん（
下
宮
・
熊
本
西
高
１
年
）

【
大
会
名
】

　

第
４
回
び
わ
湖
カ
ッ
プ
な
で
し
こ

　

サ
ッ
カ
ー
大
会（
Ｕ
‐
12
）

【
出
場
選
手
名
】

　

稲
田　

雛
さ
ん（
東
網
道
）

　

藤
本　

日
菜
さ
ん（
若
洲
）

　
（
共
に
竜
北
西
部
小
５
年
）

　

３
月
13
日
、町
内
中
学
校
に
お
い
て
、卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竜
北
中
学
校
で
は
、保
護
者
や
在
校
生

の
拍
手
に
包
ま
れ
、卒
業
生
が
入
場
。

　

村
上
校
長
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
る
と「
こ
れ
か
ら
先
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。過
去
を
振
り

返
ら
ず
前
を
向
き
、自
分
の
手
で
未
来
を
つ

か
み
と
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、い
つ
の
日

か
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
」と
は
な
む
け
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
、お
世
話
に
な
っ
た
人

た
ち
へ
、歌
と
と
も
に
感
謝
の
言
葉
を
伝

え
、３
年
間
の
思
い
出
が
残
る
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

▲発送された「いぐさ・畳表ベンチ」▲息の合った演奏を披露された山根さん親子

▲協定を結んだ県トラック協会の岩下哲三会長（右）▲地域による教育支援活動を報告された宮村惇さん

▲活発な意見交換が行われました▲楽しい人形劇「ピノキオ」に夢中

▲左から稲田雛さん、藤本日菜さん▲涙ながらに感謝の言葉を伝える卒業生


